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皆
吉
爽
雨
の
俳
句
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日 

野 

雅 

之 

  

皆
吉
爽
雨

み

な

よ

し

そ

う

う 

 

俳
人
、
皆
吉
爽
雨
の
生
涯
を
俳
文
学
大
辞
典
（
平
成
七
年
十
月

二
十
七
日
・
㍿
角
川
書
店
刊
）
か
ら
引
用
す
る
。 

 
 
 

皆
吉
爽
雨 

俳
人
。
明
治
三
五
・
二
・
七
～
昭
和
五
八
・

六
・
二
九
、
八
一
歳
。
福
井
県
生
ま
れ
。
本
名
、
大
太
郎
。

大
正
八
年
、
福
井
中
学
卒
。
大
阪
の
住
友
電
線
製
造
所
に
入

社
。
上
司
の
大
橋
桜
坡
子
（
お
う
は
し
）
の
教
導
を
受
け
、

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
投
句
、
高
浜
虚
子
の
教
え
を
受
け
る
。

同
一
一
年
、
関
西
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
作
家
と
と
も
に
『
山

茶
花
』
を
創
刊
、
編
集
責
任
者
と
な
る
。
昭
和
一
一
年
、
野

村
泊
月
が
『
山
茶
花
』
選
者
を
辞
退
、
桜
坡
子
・
森
川
暁
水

と
と
も
に
選
者
と
な
り
、
同
一
九
年
の
終
刊
ま
で
選
者
と
編

集
責
任
者
を
務
め
た
。
同
二
〇
年
、
東
京
に
転
勤
し
、
杉
並

区
に
移
住
。
同
二
一
年
、
『
雪
解
』
を
創
刊
主
宰
。
同
二
四

年
、
住
友
を
退
社
し
、
句
作
に
専
念
。
同
二
六
年
、
武
蔵
野

市
に
転
住
。
同
四
二
年
、
第
一
回
蛇
笏
（
だ
こ
つ
）
賞
受
賞
。

同
五
三
年
、
俳
人
協
会
副
会
長
に
就
任
。
同
五
四
年
、
勲
四

等
旭
日
章
を
受
章
し
た
。
同
五
八
年
一
月
、
不
審
火
の
厄
に

遭
う
。
同
年
六
月
、
急
逝
。
法
名
、
華
厳
院
爽
雨
大
玄
居
士
。

東
京
の
深
大
寺
墓
地
に
葬
る
。
句
風
は
客
観
写
生
を
貫
き
、

初
期
の
自
然
諷
詠
か
ら
、
の
ち
優
美
・
枯
淡
の
境
地
に
進
ん

だ
。
句
集
『
雪
解
』
（
昭
13
）
『
寒
林
』
（
昭
15
）
『
雲

板
』
（
昭
19
）
『
緑
蔭
』
（
昭
22
）
『
た
か
し
・
爽
雨
互

選
句
集
』
（
昭
23
）
『
寒
柝
』
（
昭
26
）
『
遅
日
』
（
昭

27
）
『
雁
列
』
（
昭
30

）
『
三
露
』
（
昭
41

）
『
泉

聲
』
（
昭
47

）
『
花
幽
』
（
昭
51

）
『
聲
遠
』
（
昭

57
）
『
皆
吉
爽
雨
遺
句
集
』
（
昭
63
）
、
著
作
『
花
鳥
開

眼
』
（
昭
17
）
『
句
ご
こ
ろ
（
昭
23
）
『
句
ご
こ
ろ
』

（
昭
23
）
『
句
作
一
路
』
（
昭
33
）
『
俳
文
四
季
』
（
昭

43
）
『
句
の
あ
る
自
伝
』
（
昭
45
）
『
近
世
秀
句
』
（
昭

45
）
『
山
茶
花
物
語
』
（
昭
51
）
『
皆
吉
爽
雨
著
作
集
』

（
全
五
巻
、
昭
54
）
（
筆
者
注
・
サ
ン
ケ
イ
新
聞
発
刊
五
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十
周
年
記
念
事
業
・
爽
雨
は
サ
ン
ケ
イ
俳
壇
選
者
で
あ
っ

た
。
）
『
俳
句
開
眼
』
（
昭
56
）
ほ
か
。
句
「
も
み
じ
散

る
一
樹
も
て
黄
に
く
れ
な
ゐ
に
」
「
初
蝶
の
失
せ
て
濃
か
り

し
影
の
ご
と
」
［
浦
野
芳
南
］
以
上
で
あ
る
。 

  

皆
吉
家
の
祖
は
九
州
延
岡
藩
士
で
、
藩
主
有
馬
清
純
が
徳
川
綱

吉
の
代
に
越
後
糸
魚
川
に
移
封
さ
れ
更
に
三
年
後
丸
岡
に
移
封
さ

れ
皆
吉
家
は
家
老
に
次
ぐ
重
職
に
あ
っ
た
。
父
、
五
郎
は
任
官
し

て
各
県
を
歴
任
、
明
治
三
十
七
年
か
ら
故
郷
の
福
井
県
丸
岡
町
の

町
長
を
八
年
間
勤
め
た
。
後
に
武
士
の
商
法
で
失
敗
し
、
福
井
中

学
か
ら
金
沢
四
高
へ
の
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
同

窓
で
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
と
な
っ
た
岡
一
男
は
中
学
時
代
の

回
想
で
述
べ
て
い
る
。
「
一
緒
に
回
覧
雑
誌
を
や
っ
た
仲
間
に
皆

吉
君
が
居
て
、
そ
の
頃
か
ら
文
章
に
秀
で
雋
（
し
ゅ
ん
）
秀
な
感

じ
の
す
る
美
少
年
で
大
太
郎
と
い
う
愛
嬌
の
あ
る
名
が
級
友
に
親

し
ま
れ
て
い
た
。
成
績
は
中
野
重
治
と
共
に
抜
群
で
あ
っ
た
。
」 

 

家
を
助
け
る
た
め
に
住
友
電
線
製
造
所
（
現
在
の
住
友
電
気
工

業
㍿
に
入
社
し
た
。
上
阪
し
た
の
は
大
正
八
年
十
七
歳
の
時
で
あ

っ
た
。
入
社
し
て
販
売
係
と
な
り
、
上
司
は
大
橋
英
次
で
櫻
坡
子

（
お
う
は
し
）
と
い
う
俳
号
を
持
っ
た
俳
人
で
あ
っ
た
。
社
内
俳

句
会
を
指
導
し
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
投
句
し
て
い
た
。
皆
吉
大

太
郎
も
俳
句
を
勧
め
ら
れ
、
俳
号
を
爽
雨
と
命
名
し
て
く
れ
た
。

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
投
句
を
始
め
た
。
爽
雨
の
父
、
五
郎
も
五
浪

と
い
う
俳
号
で
俳
句
を
た
し
な
ん
で
い
た
。
①
住
友
―
―
大
橋
櫻

坡
子
―
―
俳
句
―
―
ホ
ト
ト
ギ
ス
―
―
虚
子
と
い
う
出
会
い
が
皆

吉
爽
雨
を
大
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

 

住
友
と
い
う
会
社
に
つ
い
て
は
、
司
馬
遼
太
郎
の
、
そ
の
著

『
こ
の
国
の
か
た
ち
二
』
の
「
会
社
的
『
公
』
」
と
い
う
章
で
紹

介
し
て
い
る
。 

 
 
 

歌
人
川
田
順
（
一
八
八
二
～
一
九
六
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
晩
年
、
透
け
た
よ
う
な
痩
身
の

人
に
な
っ
て
か
ら
私
は
面
識
を
え
た
。 

 
 
 

昭
和
三
十
年
ご
ろ
に
会
っ
た
川
田
順
翁
は
、
、
住
友
の
常

務
理
事
時
代
、
社
員
た
ち
に
と
っ
て
、
廊
下
を
歩
く
靴
音
さ

え
お
そ
ろ
し
か
っ
た
と
い
う
面
は
も
は
や
う
か
が
え
ず
、

「
老
い
ら
く
の
恋
」
を
遂
げ
え
た
さ
な
か
で
、
と
き
ど
き
少

年
の
よ
う
な
笑
顔
を
み
せ
、
会
っ
て
い
る
私
ま
で
仕
合
わ
せ

な
気
分
に
し
た
。
（
中
略
） 

 
 

 

昭
和
二
十
六
年
刊
の
こ
の
人
の
著
書
『
住
友
回
想
録
』

（
中
央
公
論
社
）
に
よ
る
と
、
当
時
、
こ
の
会
社
は
薄
給
だ

っ
た
と
い
う
。
「
見
わ
た
す
と
こ
ろ
、
住
友
人
に
は
金
持
ち

が
一
人
と
し
て
ゐ
な
い
。
実
業
界
と
し
て
は
お
ど
ろ
く
べ
き

清
貧
ぶ
り
で
あ
る
。
」
と
、
じ
つ
に
い
さ
ぎ
よ
い
文
章
で
書

か
れ
た
く
だ
り
が
あ
る
。 

 
 
 

そ
の
理
由
の
一
つ
は
「
無
い
袖
は
振
れ
な
か
っ
た
と
い
ふ

こ
と
」
だ
そ
う
で
あ
る
。 

 
 
 

も
う
一
つ
は
、
鈴
木
（
馬
左
也
）
総
理
事
の
人
生
観
が
薄

給
主
義
で
、
「
若
い
者
達
に
金
を
持
た
せ
る
の
は
よ
ろ
し
く

な
い
」
と
い
う
親
切
な
老
婆
心
か
ら
だ
っ
た
と
い
う
。 

 
 
 

と
て
も
、
私
企
業
の
総
帥
と
は
お
も
え
な
い
思
想
で
あ
る
。
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こ
の
鈴
木
と
い
う
人
は
、
住
友
の
伝
統
的
社
是
で
あ
る
「
国

益
を
先
に
し
、
私
利
を
後
に
す
べ
し
」
と
い
う
こ
と
ば
を
つ

ね
に
口
に
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
の
と
し
て
の
鍛
練
の
方
は
し
ば
し
ば
お
ろ
そ
か
に
な
っ

た
、
と
い
う
旨
の
文
章
が
つ
づ
く
。 

 
 
 

右
は
、
明
治
・
大
正
の
住
友
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
書
は
、

そ
の
こ
ろ
の
こ
と
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
も
言
う
。 

  
 
 

…
…
住
友
に
は
擦
れ
っ
枯
ら
し
や
悪
党
は
ゐ
な
か
っ
た
。

気
風
は
清
潔
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
船
場
島
之
内
（
註
・
大
阪

の
古
い
商
家
の
ま
ち
）
の
金
持
ち
連
は
住
友
社
員
を
聟
（
む

こ
）
に
し
た
が
っ
た
。 

  
 
 

さ
き
に
、
明
治
の
博
多
の
商
家
の
旦
那
衆
が
、
福
岡
旧
城

下
の
没
落
士
族
に
娘
を
や
り
た
が
っ
た
と
書
い
た
が
、
川
田

順
の
時
代
は
、
も
は
や
士
族
の
存
在
は
な
い
に
ひ
と
し
い
。 

 
 
 

そ
の
か
わ
り
に
、
た
と
え
ば
住
友
が
あ
る
、
と
理
解
し
た

い
。
と
も
か
く
も
、
大
正
の
大
阪
土
着
の
富
商
た
ち
は
、

「
薄
給
」
の
住
友
社
員
を
婿
に
と
お
も
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

う
い
う
現
象
は
、
お
そ
ら
く
日
本
独
自
の
も
の
に
相
違
な
い
。 

  

「
こ
の
国
の
か
た
ち 

二
」
（
一
九
九
〇
年
九
月
一
五
日
・
㍿

文
藝
春
秋
刊
）
の
「
会
社
的
『
公
』
」
の
章
か
ら
引
用
し
た
。 

 

歌
人
、
川
田
順
も
住
友
で
あ
る
が
、
俳
人
、
山
口
誓
子
、
小
説

家
、
源
氏
鶏
太
も
住
友
で
あ
る
。
文
学
を
大
事
に
す
る
社
風
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
住
友
で
上
司
に
恵
ま
れ
た
爽
雨
は
、
四
高

に
進
学
す
る
よ
り
も
良
き
運
命
に
遭
遇
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

昭
和
三
十
六
年
九
月
号
の
『
文
芸
春
秋
』
口
絵
写
真
の
「
同
級
生

交
歓
」
は
大
正
八
年
の
福
井
中
学
卒
業
の
同
級
生
四
人
で
あ
る
。

作
家
、
中
野
重
治
、
法
務
大
臣
、
植
木
庚
子
郎
、
日
活
常
務
、
江

森
清
樹
郎
、
俳
人
、
皆
吉
爽
雨
で
あ
る
。 

 

大
正
九
年
、
二
十
歳
の
折
り
に
は
、
高
浜
虚
子
選
の
国
民
新
聞
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
に
初
入
選
し
た
。
大
正
十
一
年
に
は
京
大
在
学

中
の
日
野
草
城
の
来
訪
を
受
け
は
じ
め
て
会
っ
た
。
そ
の
年
、
関

西
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
人
を
中
心
と
し
た
俳
誌
「
山
茶
花
」
が
創
刊

さ
れ
編
集
を
担
当
す
る
一
人
と
な
っ
た
。
昭
和
十
一
年
、
三
十
四

歳
の
折
り
に
は
、
先
輩
の
大
橋
櫻
坡
子
と
共
に
「
山
茶
花
」
三
人

の
選
者
の
一
人
と
な
っ
た
。
十
三
年
、
三
十
六
歳
の
折
り
に
は
、

第
一
句
集
『
雪
解
』
を
虚
子
の
序
、
櫻
坡
子
の
跋
で
上
梓
し
た
。

十
九
年
、
戦
時
下
の
俳
誌
統
合
に
よ
り
廃
刊
と
な
っ
た
。
二
十
年

末
に
は
東
京
転
勤
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
虚
子
か
ら
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
の
編
集
を
頼
ま
れ
て
い
た
が
、
自
分
で
俳
誌
発
行
の
企
画

を
抱
い
て
い
た
の
で
断
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
一
年
、
四
十
四
歳
の
折
り
に
は
、
皆
吉
爽
雨
主
宰
の

俳
誌
「
雪
解
」
が
創
刊
さ
れ
た
。
二
十
四
年
、
四
十
七
歳
の
折
り

に
は
、
満
三
十
年
勤
務
の
住
友
電
気
工
業
㍿
を
退
職
し
て
、
『
雪

解
』
誌
主
宰
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
年
か
ら
サ
ン
ケ
イ

新
聞
の
俳
壇
選
者
を
担
当
、
終
生
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

昭
和
四
十
二
年
、
六
十
五
歳
の
一
月
に
は
、
宮
中
歌
会
始
を
陪

聴
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
侍
従
長
、
入
江
相
政
の
姪
の
入
江
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朝
子
が
雪
解
同
人
で
あ
っ
た
関
係
か
も
し
れ
な
い
。
爽
雨
が
逝
去

し
た
時
の
角
川
書
店
発
行
の
俳
句
雑
誌
「
俳
句
」
の
「
皆
吉
爽
雨

追
悼
号
」
に
は
爽
雨
俳
句
を
鑑
賞
し
な
が
ら
入
江
相
政
が
追
悼
文

を
寄
せ
て
い
る
。 

 

こ
の
年
の
六
月
、
爽
雨
は
第
一
回
蛇
笏
賞
を
受
賞
し
た
。
飯
田

蛇
笏
を
記
念
し
て
、
そ
の
年
、
最
も
活
躍
し
た
俳
人
に
贈
ら
れ
る

賞
で
角
川
書
店
が
設
定
し
た
が
、
前
年
刊
行
の
第
八
句
集
『
三

露
』
が
対
象
句
集
と
な
っ
た
。
同
じ
写
生
を
主
張
し
て
交
流
の
あ

っ
た
歌
人
、
吉
野
秀
雄
も
短
歌
の
迢
空
賞
に
輝
き
、
爽
雨
に
と
っ

て
は
二
重
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
受
賞
記
念
講
演
者
は
、
爽
雨
の
関

西
の
二
十
代
か
ら
の
俳
句
を
見
守
り
続
け
た
俳
人
、
水
原
秋
櫻
子

で
あ
っ
た
。
爽
雨
の
句
業
を
讃
え
た
。
角
川
源
義
は
富
山
県
の
生

ま
れ
、
隣
の
福
井
県
生
ま
れ
で
あ
る
爽
雨
に
大
変
好
意
的
で
あ
り
、

正
岡
子
規
直
系
の
よ
う
な
客
観
写
生
の
俳
句
を
高
く
評
価
し
て
い

た
。
す
べ
て
の
こ
と
に
地
味
で
あ
る
爽
雨
に
弟
子
の
赤
松
惠
子

（
婚
家
先
の
赤
松
家
は
周
南
市
の
徳
応
寺
を
守
っ
て
い
る
。
与
謝

野
鉄
幹
の
兄
の
寺
で
あ
り
、
鉄
幹
が
赤
松
家
に
住
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
る
。
）
は
「
も
っ
と
マ
ス
コ
ミ
に
出
て
欲
し
い
。
」
と
地
団

駄
踏
ん
で
い
た
が
、
角
川
源
義
の
肝
入
り
に
は
赤
松
惠
子
も
快
哉

を
叫
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
角
川
源
義
が
次
女
真
理
さ
ん
を
失
っ

た
時
に
傷
心
の
旅
に
隠
岐
を
勧
め
た
の
が
爽
雨
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

隠
岐
の
雪
解
人
た
ち
が
角
川
源
義
一
行
を
歓
待
し
た
こ
と
は
、
前

号
の
「
島
大
国
文
」
の
掲
載
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

昭
和
五
十
三
年
、
七
十
六
歳
の
二
月
に
は
、
俳
人
協
会
副
会
長

に
就
任
し
た
。
昭
和
五
十
八
年
六
月
、
心
不
全
で
逝
去
、
八
十
一

歳
で
あ
っ
た
。
六
十
代
後
半
か
ら
の
爽
雨
の
句
業
に
つ
い
て
、
俳

人
、
草
間
時
彦
は
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
「
既
に
枯
淡
の
境

地
に
入
り
、
格
調
の
高
さ
、
流
麗
と
言
わ
れ
た
頃
に
比
べ
る
と
、

写
生
に
立
脚
し
つ
つ
そ
れ
を
越
え
た
も
っ
と
深
い
も
の
に
到
達
し

て
い
る
。
」
阿
波
野
青
畝
は
爽
雨
を
「
山
部
赤
人
型
の
俳
人
」
と

言
っ
て
い
る
。 

  

爽
雨
俳
句
を
評
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。 

  
 
 

ゆ
く
雁
や
ふ
た
た
び
声
す
は
ろ
け
く
も 

 

昭
和
十
三
年
頃
の
作
。
ま
さ
に
阿
波
野
青
畝
の
言
う
と
こ
ろ
の

「
山
部
赤
人
型
の
俳
人
」
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
自
然
詠
の
真
骨

頂
で
あ
る
。
大
空
を
帰
る
雁
の
姿
を
と
ら
え
、
声
を
一
度
聞
い
た

あ
と
、
ま
た
は
る
か
向
こ
う
で
声
を
聞
い
た
と
い
う
。
「
は
ろ
け

く
も
」
と
い
う
措
辞
が
雄
大
な
感
じ
を
出
し
て
い
る
。 

 

こ
の
句
は
大
岡
信
の
「
折
々
の
歌
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
爽
雨
は
虚
子
の
唱
え
た
写
生
俳
句
の
精
髄
を
さ
ぐ
っ
て
独
自
の

世
界
を
作
り
上
げ
た
俳
人
で
あ
る
。
一
語
一
語
の
語
感
を
い
つ
く

し
む
作
風
で
、
お
の
ず
と
優
美
な
句
境
が
生
み
出
さ
れ
た
。
」
②

と
爽
雨
を
評
し
て
い
る
。 

  
 
 

白
樺
の
ま
れ
に
は
な
な
め
秋
晴
る
る 

 

昭
和
十
六
年
の
作
。
志
賀
高
原
で
の
句
で
あ
る
。
「
ま
れ
に
は 

な
な
め
」
と
い
う
中
七
の
発
見
。
そ
し
て
、
ひ
ら
が
な
を
用
い
て

の
流
れ
る
よ
う
な
「
し
ら
べ
」
が
、
優
美
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
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て
い
る
俳
句
で
あ
る
。
大
岡
信
の
言
う
「
一
語
一
語
の
語
感
を
い

つ
く
し
む
作
風
」
が
、
の
ち
に
爽
雨
独
自
の
品
格
あ
る
句
風
を
生

み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 

麦
笛
や
お
の
が
吹
き
つ
つ
遠
音
と
も 

 

か
つ
て
の
田
舎
で
は
子
ど
も
た
ち
が
麦
笛
を
吹
い
て
い
る
の
を

よ
く
見
か
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
は
ま
れ
で
あ
る
。
自
分
で

吹
い
て
い
な
が
ら
、
遠
音
か
な
と
錯
覚
を
起
こ
す
、
あ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
繊
細
な
感
覚
も
爽
雨
の
持
ち
味
の
一
つ
で

あ
る
。 

  
 
 

女
湯
も
一
人
の
音
の
山
の
秋 

 

昭
和
二
十
三
年
の
作
。
「
女
湯
も
」
で
男
湯
も
我
ひ
と
り
と
わ

か
る
。
そ
し
て
な
行
の
「
の
」
と
い
う
措
辞
が
三
つ
も
流
れ
る
よ

う
に
続
く
。
「
滝
の
音
は
絶
え
て
久
し
く
な
り
ぬ
れ
ど
名
こ
そ
流

れ
て
な
ほ
聞
こ
え
け
れ
」
藤
原
公
任
の
百
人
一
首
の
歌
で
あ
る
が
、

た
行
が
二
つ
続
い
て
、
滝
の
強
さ
を
表
し
、
な
行
が
三
つ
続
い
て

流
れ
る
感
じ
を
出
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
爽
雨
俳
句
も
大
岡

信
が
評
し
て
い
る
よ
う
に
言
葉
の
選
び
方
が
繊
細
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
ま
た
、
昨
今
の
俳
人
の
俳
句
に
し
て
も
、
講
演
に
し
て

も
、
品
性
と
い
う
面
に
お
い
て
、
欠
け
る
感
じ
の
俳
人
が
多
く
見

受
け
ら
れ
て
残
念
で
あ
る
。
「
女
湯
」
と
い
う
艶
っ
ぽ
い
言
葉
で

は
あ
る
が
、
爽
雨
俳
句
に
は
俗
っ
ぽ
い
感
じ
が
み
じ
ん
も
見
ら
れ

な
い
。
品
性
が
性
格
に
も
俳
句
に
も
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

  
 
 

炉
話
に
ち
ち
と
起
き
ゐ
る
囮

お
と
り

か
な 

 

炉
話
と
い
う
冬
の
季
語
だ
け
で
、
昔
懐
か
し
い
雰
囲
気
を
思
わ

せ
る
が
、
炉
話
を
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
そ
ば
で
眠
っ
て
い
た
籠

の
囮
の
小
鳥
が
起
き
て
き
た
と
い
う
。
山
中
の
茅
葺
き
の
家
の
炉

で
あ
ろ
う
か
、
「
炉
話
」
「
囮
」
と
野
趣
溢
れ
る
世
界
を
巧
み
に

表
現
し
て
い
る
。 

  
 
 

鴨
の
陣
た
だ
き
ら
き
ら
と
な
る
こ
と
も 

 

「
近
江
雄
琴
温
泉
」
と
前
書
き
が
あ
る
。
琵
琶
湖
の
鴨
の
陣
が

太
陽
光
の
具
合
に
よ
っ
て
、
「
た
だ
き
ら
き
ら
と
な
る
」
と
い
う
。

爽
雨
の
写
生
俳
句
は
素
直
に
そ
の
ま
ま
観
（
み
）
る
と
い
う
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
る
。
み
た
ま
ま
を
素
直
に
表
現
す
る
と
い
う
こ

と
も
、
至
難
の
技
で
あ
る
が
、
爽
雨
俳
句
は
敢
え
て
そ
れ
に
挑
戦

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
発
想
の
句
に
「
雀
飛
ぶ
そ
れ
も
光
芒

日
向
ぼ
こ
」
も
あ
る
。 

  
 
 

町
並
も
木
々
は
む
さ
し
野
鳥
雲
に 

 

「
鳥
雲
に
」
「
鳥
帰
る
」
春
の
季
語
で
あ
る
。
か
つ
て
の
武
蔵

野
に
町
が
出
来
て
い
る
と
い
う
。
町
は
都
会
的
に
な
っ
て
い
る
が

町
中
に
あ
る
大
き
な
木
々
は
、
か
つ
て
の
武
蔵
野
の
面
影
を
残
し

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
作
者
、
こ
こ
で
も
「
も
」
と
い
う
助
詞

が
う
ま
く
使
わ
れ
、
そ
し
て
、
「
木
々
は
む
さ
し
野
」
と
い
う
表

現
を
産
み
だ
し
た
と
こ
ろ
が
、
徹
底
写
生
の
爽
雨
の
独
自
の
世
界

が
開
か
れ
て
い
る
。 
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落
花
ま
だ
花
の
は
ざ
ま
に
あ
そ
ぶ
ほ
ど 

 
昭
和
十
五
年
の
作
。
桜
の
俳
句
で
有
名
な
の
は
「
ま
さ
を
な
る

空
よ
り
し
だ
れ
ざ
く
ら
か
な 

富
安 

風
生
」
が
あ
る
。
落
花
の

情
景
を
「
花
の
は
ざ
ま
に
あ
そ
ぶ
」
と
表
現
し
た
写
生
の
確
か
さ

と
観
察
力
の
鋭
さ
が
光
る
俳
句
で
あ
る
。
虚
子
が
主
導
し
た
「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
俳
句
は
客
観
写
生
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
が
、
高
野

素
十
の
「
お
ほ
ば
こ
の
芽
や
大
小
の
葉
三
つ
」
の
句
な
ど
を
日
野

草
城
、
水
原
秋
櫻
子
、
山
口
誓
子
ら
は
、
「
草
の
芽
俳
句
」
「
一

木
一
草
俳
句
」
と
称
し
て
、
も
っ
と
浪
漫
あ
ふ
れ
る
句
風
を
追
求

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
「
白
樺
に
月
照
り
つ
つ
も
馬
柵
の
霧 

秋

櫻
子
」
「
き
つ
つ
き
や
落
葉
を
い
そ
ぐ
牧
の
木
々 

秋
櫻
子
」
な

ど
の
俳
句
を
発
表
し
て
い
た
水
原
秋
櫻
子
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を

脱
退
し
た
。
こ
の
へ
ん
の
事
情
は
田
辺
聖
子
の
「
花
衣
ぬ
ぐ
や
ま

つ
は
る
・
・
・
」
と
い
う
俳
人
、
杉
田
久
女
を
テ
ー
マ
に
し
た
小

説
を
読
む
と
わ
か
り
や
す
い
。 

 
 
 

又
す
で
に
親
交
を
得
た
日
野
草
城
の
ほ
か
に
、
大
正
十
五

年
同
じ
住
友
系
に
入
社
し
た
山
口
誓
子
や
阿
波
野
青
畝
と
も

交
流
を
深
め
、
新
鋭
俳
人
等
と
句
作
談
論
が
盛
ん
に
な
る
に

し
た
が
っ
て
「
写
生
」
こ
そ
わ
が
道
で
時
流
に
の
っ
て
写
生

を
見
失
う
事
が
な
い
よ
う
に
と
自
ら
を
戒
め
て
い
る
。 

 
 
 

爽
雨
は
二
十
歳
の
頃
か
ら
披
講
の
名
手
で
あ
っ
た
が
、
東

西
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
人
の
交
流
で
爽
雨
の
披
講
を
聞
い
た
水
原

秋
桜
子
は
、
俳
句
に
も
注
目
し
て
は
る
か
東
京
か
ら
爽
雨
を

見
守
る
一
人
と
な
っ
た
。
③ 

と
昭
和
俳
句
文
学
ア
ル
バ
ム
「
皆
吉
爽
雨
の
世
界
」
に
あ
る
が
、

爽
雨
の
著
書
「
写
生
句
作
法
」
の
中
で
次
の
よ
う
な
文
章
を
書
い

て
い
る
。
「
そ
う
し
た
座
の
中
に
あ
っ
て
、
私
は
出
来
る
だ
け
胸

を
張
り
、
肩
を
い
か
ら
せ
た
。
ひ
そ
か
な
私
の
反
抗
の
姿
勢
で
あ

る
。
叙
情
の
激
流
、
感
覚
の
香
気
、
こ
う
し
た
も
の
に
な
じ
む
ま

い
、
押
し
流
さ
れ
ま
い
と
身
構
え
た
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
こ
で
も
、

写
生
と
い
う
こ
と
客
観
と
い
う
こ
と
を
見
失
う
ま
い
と
、
そ
れ
ら

に
し
が
み
つ
き
な
が
ら
抵
抗
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
」
昭
和
三

年
か
ら
日
野
草
城
ら
と
無
名
会
と
い
う
実
作
勉
強
の
会
を
開
い
て

い
た
の
で
あ
る
。
「
草
の
芽
俳
句
」
を
脱
退
し
た
水
原
秋
櫻
子
で

は
あ
っ
た
が
、
同
じ
「
草
の
芽
俳
句
」
仲
間
と
見
ら
れ
る
爽
雨
に

対
し
て
注
目
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
爽
雨
俳
句
の
中
に
「
草

の
芽
俳
句
」
以
上
の
も
の
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

蛇
笏
賞
受
賞
式
記
念
講
演
の
講
師
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
脱
退
し
た
俳

人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。 

  
 
 

汗
引
い
て
山
河
や
う
や
く
故
里
ぞ 

 

「
福
井
に
帰
省
」
と
い
う
前
書
き
が
あ
る
。
「
山
部
赤
人
型
俳

人
」
を
思
わ
せ
る
俳
句
で
あ
る
。 

 
 
 

爽
雨
は
会
社
の
通
勤
に
一
時
間
半
も
か
か
る
の
を
利
用
し

て
、
往
復
の
電
車
で
歌
集
、
歌
論
、
随
筆
集
を
読
む
の
が
楽

し
み
だ
っ
た
。
句
集
よ
り
も
歌
集
に
写
生
の
心
を
探
究
し
て

ア
ラ
ラ
ギ
派
歌
人
を
愛
し
、
殊
に
島
木
赤
彦
を
畏
敬
し
た
。

④ 
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大
岡
信
著
の
「
第
五 

折
々
の
う
た
」
の
「
雪
だ
る
ま
星
の
お

し
ゃ
べ
り
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
と 

松
本
た
か
し
」
の
項
に
「
昭
和
二

十
三
年
一
月
、
越
後
湯
沢
温
泉
滞
在
中
の
作
。
同
行
者
は
親
友
の

歌
人
吉
野
秀
雄
や
俳
人
皆
吉
爽
雨
ほ
か
数
人
。
」
と
あ
る
。
松
本

た
か
し
は
代
々
江
戸
幕
府
所
属
で
あ
っ
た
宝
生
流
能
役
者
の
家
に

生
ま
れ
た
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
で
は
「
東
の
た
か
し
、
西
の
爽
雨
」
と

呼
ば
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。 

 
 
 

と
っ
っ
ぷ
り
と
後
ろ
暮
れ
ゐ
し
焚
き
火
か
な 

 
 
 

ひ
く
波
の
跡
美
し
や
桜
貝 

 
 
 

ゆ
た
か
な
る
苗
代
水
の
門
邉
な
り 

 
 
 

チ
チ
ポ
ポ
と
鼓
打
た
う
よ
花
月
夜 

 
 

た
か
し 

 

越
後
湯
沢
温
泉
で
知
り
合
っ
た
写
生
の
大
道
を
歩
む
歌
人
吉
野 

秀
雄
か
ら
爽
雨
は
写
生
の
真
髄
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
吉
野
秀
雄
の
爽
雨
句
評
を
紹
介
す
る
。 

  
 
 

鳥
屋

と

や

そ
れ
て
鳥
屋
そ
れ
て
鳥
渡
り
け
り 

 

ト
ヤ
・
ト
ヤ
・
ト
リ
と
揃
っ
た
頭
音
も
快
適
で
あ
る
。 

  
 
 

残
雪
と
い
へ
ど
一
宇
の
没
し
あ
り 

 

「
い
へ
ど
」
に
わ
ず
か
な
が
ら
理
が
あ
り
そ
う
で
ゐ
て
し
か
も

気
に
な
ら
ぬ
の
は
、
一
句
の
調
子
に
お
し
き
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る

か
ら
だ
。 

  
 
 

大
沼

お

の

小
沼

こ

の

の
小
沼
は
木
の
芽
の
雨
に
見
ず 

 

一
読
し
て
は
、
ま
こ
と
に
な
だ
ら
か
に
Ｏ
音
の
諧
和
を
と
げ
て

ゐ
る
。 

  
 
 

雪
嶺
に
暈
の
触
れ
ゐ
て
月
は
春 

 

何
度
も
読
ん
で
み
る
と
、
下
五
の
ハ
が
調
べ
を
高
揚
さ
せ
て
ゐ

る
と
に
気
づ
く
。 

  
 
 

十
人
の
十
三
夜
行
木
曽
谷
へ 

 

寛
濶
（
か
つ
）
な
句
構
へ
が
好
も
し
く
、
ジ
ュ
ウ
の
音
の
重
な

り
は
耳
に
快
い
。
⑤ 

 

以
上
が
秀
雄
の
爽
雨
俳
句
評
で
あ
る
。 

  
 
 

さ
わ
や
か
に
お
の
が
濁
り
を
ぬ
け
し
鯉 

 

秋
の
季
語
「
爽
や
か
」
の
句
で
あ
る
。
戦
争
中
の
京
都
の
苔
寺

で
の
句
で
あ
る
と
い
う
。
濁
り
を
抜
け
出
た
鯉
に
「
お
の
が
濁

り
」
と
詠
ん
だ
表
現
力
、
そ
し
て
濁
り
か
ら
抜
け
出
た
姿
に
「
爽

や
か
」
を
感
じ
取
る
表
現
力
、
写
生
一
筋
に
歩
ん
だ
俳
人
な
ら
で

は
の
も
の
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 

た
だ
立
つ
に
似
て
さ
び
鮎
を
釣
れ
り
け
り 

 

昭
和
三
十
二
年
、
鳥
取
の
三
朝
温
泉
で
の
作
で
あ
る
と
い
う
。

爽
雨
は
数
々
の
著
書
の
中
で
、
「
句
帳
は
ま
だ
早
い
」
と
い
う
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
風
景
、
材
料
を
よ
く
見
て
、
二
、
三
日
し
て

か
ら
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
思
い
出
し
て
、
十
七
音
の
形
に
ま
と

め
て
い
く
。
「
寝
か
せ
る
」
と
い
う
か
「
熟
成
さ
せ
る
」
と
い
う

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
鮎
釣
り
の
句
も
印
象
に
残
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っ
た
風
景
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
豪
快
な
海
釣
り
と
は
違
っ
た
雰
囲

気
の
鮎
釣
り
、
し
か
も
秋
と
い
う
も
の
静
か
な
雰
囲
気
で
の
、
さ

び
鮎
の
釣
り
、
「
た
だ
立
つ
に
似
て
」
と
い
う
表
現
は
熟
成
し
て

か
ら
の
表
現
で
は
な
か
ろ
う
か
。
秋
の
さ
び
鮎
を
釣
る
釣
り
人
の

印
象
か
ら
出
て
来
た
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 

萩
刈
り
て
萩
の
失
せ
た
る
の
み
な
ら
ず 

 

一
見
し
て
理
解
し
に
く
い
俳
句
で
あ
る
。
庭
の
萩
を
刈
っ
た
あ

と
の
庭
の
風
情
が
萩
を
刈
っ
た
だ
け
と
い
う
の
で
は
な
く
何
か
を

失
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
が
単
な
る
写
生
を

越
え
た
境
地
の
爽
雨
俳
句
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
爽
雨
の
高
弟

で
あ
る
赤
松
惠
子
（
昭
和
五
十
年
度
・
句
集
「
白
毫
」
で
俳
人
協

会
賞
受
賞
）
に
同
じ
よ
う
な
俳
句
が
あ
る
。
「
鶴
鳴
き
て
月
に
一

滴
づ
つ
の
金 

惠
子
」
最
初
の
句
会
で
理
解
不
明
と
し
た
俳
人
が

多
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
刻
々
に
夕
方
の
白
い
月
が
金
色
を
増
し

て
来
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
爽
雨
俳
句
の
写
生
の
深
み
の
あ
と
を

追
っ
て
行
っ
た
俳
人
が
赤
松
惠
子
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 

小
鳥
焼
く
と
ぢ
し
嘴は

し

よ
り
煙け

む

ほ
そ
く 

 

昭
和
三
十
五
年
の
作
。
爽
雨
独
特
の
緻
密
な
写
生
句
で
あ
る
。

吉
野
秀
雄
の
昭
和
二
十
八
年
の
著
書
に
『
短
歌
と
は
何
か
』
が
あ

る
と
い
う
。
「
わ
た
し
は
人
か
ら
写
生
と
は
ど
う
い
ふ
こ
と
か
と

訊
か
れ
れ
ば
、
ま
づ
一
切
の
理
窟
を
さ
し
お
い
て
、 

 

一 

正
し
く
観
る
こ
と 

 

二 

正
し
く
感
ず
る
こ
と 

 

三 

正
し
く
表
現
す
る
こ
と 

の
三
箇
条
を
掲
げ
示
す
で
あ
ら
う
」
⑥
と
い
う
文
章
が
あ
る
と
い

う
。
爽
雨
は
こ
の
写
生
の
三
箇
条
を
作
句
の
信
条
と
し
て
提
唱
し

て
き
た
。
爽
雨
に
は
小
鳥
に
関
す
る
俳
句
が
割
と
多
い
が
、
こ
の

「
小
鳥
焼
く
・
・
」
の
句
な
ど
、
「
一 

正
し
く
観
る
こ
と
」
の

典
型
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

  
 
 

万
緑
に
朴
ま
た
花
を
消
す
と
こ
ろ 

 

昭
和
四
十
一
年
の
作
。
「
万
緑
」
と
「
朴
の
花
」
、
季
重
な
り

で
は
、
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
爽
雨
は
、
中
心
に
な
っ
て

い
る
季
語
が
あ
れ
ば
、
他
の
季
語
が
混
じ
っ
て
い
て
も
問
題
に
は

な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
万
緑
」
が
中
心
と
な
る

季
語
。
「
朴
」
は
単
な
る
材
料
に
過
ぎ
な
い
。
「
朴
ま
た
花
を
消

す
」
で
、
い
く
つ
か
の
朴
の
花
が
散
っ
て
い
っ
た
、
そ
し
て
、
つ

い
に
は
完
璧
な
「
万
緑
」
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
自
然
の
推
移
を

正
し
く
感
じ
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  
 
 

背
山
よ
り
今
か
も
飛
雪
寒
牡
丹 

 

昭
和
四
十
六
年
の
作
。
大
和
当
麻
の
石
光
寺
で
の
句
と
い
う
。

石
光
寺
に
は
爽
雨
の
こ
の
句
碑
が
あ
る
。
背
山
は
悲
劇
の
伝
説
の

あ
る
「
二
上
山
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
句
も
中
心
と
な
る
季
語

は
、
「
寒
牡
丹
」
、
「
飛
雪
」
は
材
料
で
あ
る
。
「
背
山
」
は
爽

雨
の
造
語
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
「
今
か
も
飛
雪
」
の
中
七
は

吉
野
秀
雄
の
言
う
「
二 

正
し
く
感
ず
る
こ
と
」
で
あ
ろ
う
。 

 

爽
雨
の
弟
子
に
三
晃
空
調
元
社
長
の
尾
亀
清
四
郎
（
お
が
め
せ
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い
し
ろ
う
）
が
い
る
。
漢
字
の
使
い
方
に
大
変
厳
し
い
俳
人
で
、

朝
日
俳
壇
な
ど
へ
も
か
な
り
厳
し
い
注
文
を
し
て
い
る
。
翔
（
し

ょ
う
）
を
「
翔
（
と
）
ぶ
」
と
表
現
す
る
俳
人
が
多
い
。
「
飛

ぶ
」
を
な
ぜ
使
わ
な
い
の
か
。
「
樽
」
と
「
桶
」
の
混
同
、
桶
の

中
に
何
か
を
入
れ
て
あ
る
の
が
、
「
樽
」
。
何
も
入
っ
て
い
な
い

の
は
「
桶
」
。
「
女
」
を
「
ひ
と
」
と
読
む
。
そ
ん
な
ふ
り
が
な

は
な
い
。
「
湖
」
を
「
う
み
」
と
読
む
、
こ
こ
ら
へ
ん
に
な
る
と

難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
吉
野
秀
雄
か
ら
学
び
、
爽
雨
が
提

唱
す
る
と
こ
ろ
の
「
三 
正
し
く
表
現
す
る
こ
と
」
を
弟
子
の
尾

亀
清
四
郎
は
立
派
に
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ
る
。 

  
 
 

門
前
の
一
路
人
来
よ
秋
の
暮
れ 

 

昭
和
五
十
年
代
前
半
の
作
で
あ
る
。
爽
雨
の
ひ
ら
が
な
の
使
い

方
の
し
な
や
か
さ
は
定
評
が
あ
っ
た
が
、
漢
字
の
使
い
方
も
、
平

易
に
表
現
す
る
特
色
が
あ
っ
た
。
平
易
と
言
っ
て
も
、
こ
の
「
一

路
」
な
ど
の
表
現
も
実
は
練
り
上
げ
た
挙
げ
句
の
結
果
の
表
現
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
簡
単
に
出
来
た
と
い
う
も
の
で
は
あ

る
ま
い
。 

 

筆
者
は
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
、
二
十
四
歳
の
折
り
に
「
隠
岐

雪
解
俳
句
会
」
に
入
会
し
、
以
後
十
八
年
の
間
、
俳
誌
「
雪
解
」

主
宰
の
皆
吉
爽
雨
の
添
削
を
仰
い
で
来
た
が
、
最
初
の
添
削
を
忘

れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。 

 

原
句 

水
仙
の
野
を
見
お
ろ
し
て
孤
舟
あ
り 

 
 

雅
之 

 

添
削 

水
仙
の
丘
に
見
お
ろ
し
舟
一
つ 

 
 
 
 

雅
之 

  

以
上
、
皆
吉
爽
雨
の
俳
句
を
評
し
て
き
た
。 

  

俳
誌
「
雪
解
」
の
昭
和
五
十
五
年
三
月
号
は
四
百
号
で
あ
る
。

筆
者
は
三
十
代
半
ば
で
あ
っ
た
が
、
今
一
つ
俳
句
に
打
ち
込
ん
で

い
な
か
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
「
雪
解
」
の
選
集
の
あ
と
の
ほ
う

に
「
選
者
の
鑑
賞
」
と
い
う
欄
が
あ
り
、
爽
雨
は
一
月
号
選
集
か

ら
、
八
句
選
ん
で
い
る
。
一
句
目
は
五
句
投
句
の
巻
頭
四
句
の
高

弟
、
赤
松
惠
子
、
二
句
目
は
一
句
欄
に
あ
っ
た
筆
者
の
句
で
あ
っ

た
。
怠
惰
で
あ
っ
た
頃
の
筆
者
へ
の
励
ま
し
で
あ
っ
た
か
と
思
う

と
胸
が
潰
れ
る
思
い
で
あ
る
。 

  
 
 

浜
に
来
て
破
船
に
烏
秋
の
暮
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
野 

雅
之
（
島
根
） 

  

秋
の
暮
方
の
浜
辺
に
出
て
み
る
と
、
そ
こ
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

難
破
船
に
一
羽
の
鴉
が
と
ま
っ
て
い
る
の
が
目
を
引
い
た
と
言
う
。

何
げ
な
く
「
浜
に
来
て
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
て
い
ね
い
な

そ
ぞ
ろ
言
の
あ
と
、
音
感
の
高
い
「
破
船
に
烏
」
が
つ
づ
い
て
、

は
っ
と
目
に
し
た
そ
の
印
象
を
、
ゆ
ゆ
し
く
緊
迫
感
と
し
て
伝
え

て
い
る
。 

 

原
句
は
「
浜
に
出
て
」
で
あ
っ
た
が
、
「
浜
に
来
て
」
と
添
削

が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
筆
者
は
爽
雨
と
会
う
こ
と
は
一
度
も
な
か

っ
た
。
隠
岐
郡
都
万
（
つ
ま
）
村
那
久
（
な
ぐ
）
地
区
か
ら
松
江
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商
業
学
校
（
現
・
島
根
県
立
松
江
商
業
高
校
）
に
進
学
し
た
安
部

房
光
（
ふ
さ
み
つ
）
は
皆
吉
爽
雨
と
同
じ
大
阪
の
住
友
電
線
製
造

所
に
入
社
し
た
。
才
気
煥
発
の
男
で
会
社
で
は
「
ボ
ー
コ
ー
君
」

と
言
っ
て
人
気
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
俳
人
の
大
橋
桜
坡
子
も
い

た
が
、
年
齢
の
近
い
皆
吉
爽
雨
の
ほ
う
が
頼
み
や
す
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
隠
岐
の
友
人
た
ち
が
俳
句
会
を
や
っ
て
い
る
ら
し
い
が
、

爽
雨
君
、
添
削
を
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
が
連
綿
と
爽
雨
逝
去
ま
で
続
い
た
の

で
あ
る
。 

 

添
削
を
頼
ん
だ
数
年
後
、
ボ
ー
コ
ー
君
は
爽
雨
に
聞
い
た
。

「
那
久
の
連
中
ど
う
で
す
。
」
「
な
か
な
か
熱
心
だ
よ
。
」
と
爽

雨
の
返
事
。
数
十
年
後
、
再
び
、
ボ
ー
コ
ー
君
は
「
那
久
の
連
中

ど
う
で
す
。
」
爽
雨
は
「
相
変
わ
ら
ず
熱
心
で
お
ま
け
に
若
い
人

達
も
多
く
な
っ
た
よ
。
」
二
人
は
深
い
感
慨
に
ふ
け
っ
た
、
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
爽
雨
と
那
久
の
俳
人
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、

那
久
の
俳
句
会
の
一
人
で
あ
っ
た
斎
藤
葉
山
（
よ
う
ざ
ん
）
の
句

集
『
木
霊
（
こ
だ
ま
）
』
を
息
子
で
あ
っ
た
昭
和
四
十
年
代
の
松

江
市
長
、
斎
藤
強
氏
が
出
版
し
た
折
、
爽
雨
に
序
文
を
頼
み
、
爽

雨
が
那
久
の
俳
人
と
の
出
会
い
の
い
き
さ
つ
を
以
上
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。 

 

俳
誌
「
雪
解
」
で
は
、
句
集
で
昭
和
五
十
年
度
の
俳
人
協
会
賞

を
受
賞
し
た
爽
雨
の
高
弟
、
赤
松
惠
子
氏
が
お
ら
れ
る
が
、
平
成

二
十
一
年
度
の
俳
人
協
会
評
論
賞
を
受
賞
し
た
拙
著
「
松
江
の
俳

人
・
大
谷
繞
石
・
・
・
子
規
・
漱
石
・
ハ
ー
ン
・
犀
星
を
め
ぐ
っ

て
」
が
、
「
雪
解
」
同
人
で
二
度
目
の
受
賞
で
あ
っ
た
。
冥
界
に

入
ら
れ
た
師
、
爽
雨
へ
の
遅
れ
た
恩
返
し
と
僣
越
な
が
ら
思
う
次

第
で
あ
る
。 

 

注 ①
「
昭
和
俳
句
ア
ル
バ
ム
・
皆
吉
爽
雨
の
世
界
」
（
井
沢
正
江
編
著
・
一
九

九
一
年
六
月
五
日
・
・
梅
里
書
房
刊
）
、
四
～
七
頁
。 

②
「
第
五
折
々
の
う
た
」
（
大
岡
信
著
・
一
九
八
六
年
三
月
二
十
日
・
岩
波

書
店
刊
）
四
十
二
頁
。 

③
「
昭
和
俳
句
ア
ル
バ
ム
・
皆
吉
爽
雨
の
世
界
」
（
井
沢
正
江
編
著
・
一
九

九
一
年
六
月
五
日
・
・
梅
里
書
房
刊
）
、
十
一
～
十
二
頁
。 

④
「
昭
和
俳
句
ア
ル
バ
ム
・
皆
吉
爽
雨
の
世
界
」
（
井
沢
正
江
編
著
・
一
九

九
一
年
六
月
五
日
・
・
梅
里
書
房
刊
）
、
十
四
頁
。 

⑤
「
俳
句
へ
の
道
」
（
皆
吉
爽
雨
著
・
昭
和
五
十
三
年
七
月
三
十
日
・
・
角

川
書
店
刊
）
、
六
十
一
～
六
十
三
頁
。 

⑥
「
俳
句
へ
の
道
」
（
皆
吉
爽
雨
著
・
昭
和
五
十
三
年
七
月
三
十
日
・
・
角

川
書
店
刊
）
、
百
四
十
四
頁
。 




